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1. 安全上のご注意 


A 警告 
A 注意 


人が死 亡 または S 懼を&う可能性が想定 
される内容. 

人 が懼言 を ft 3 可能性及 び 物的桷 S のみ 
の S 生が想定ざれる内容. 


锫®示®# J 

® s IE 号は、『«止」（しないで 
ぐだ古い)奢示 L 寒す P 
4S： _|E 号は， 「{tflj i: 必ずして 
* <ださい）去忝 L 末 t c . 


f A 警 

告 ) 

s 

修理往所者以外は.拍趵に分稱した y , 
修理 r 8 Ii | をおこ！^わない T ください ■ 
_* iLk L J - BUli 作 L てけが F す*ことが 

j&y 拿す ■ 

I 

(§) 

水 i こつけ た y , 水 i か w た y しないでく 

だ芒い* 

*5® ，シ; i - i ■の sn が* y _ t . 

定 伴 1 M 以上の コ ンセントを■社で味用 

1 てくだ冬い 。 

•セ® smt 畀 ■: H す 4 t _ 分醴3ン セン h Kit 
が L T ： すを ことが A kl 求す 

i 

0 

芋 供 だけで 使用 させ ty ., 幼! fl ■の手の届 
< ところで 使用しない t ? ください。 

■¢•1- や I ? £ ■ けがを f 4 y s f 

L _ —J 


f A 注意 1 

o 

取甩プラグ£栝< tSLJ , 屯 ill ユ 

JSf : す1こ！&ず先 Mi の IS プラグをもつ r 
51*抜いてぐ G さい. 

• E 兄 や レ n — 卜し X * 欠 n i = t P-ft り*，， 

0 

不安定な堪所や骷に弱し上では使 
闬しないでくださ1匕 
_ 火 m や&电功 《 a め月2 1= t w ます 

G 

霣珥 コード や¢3¢ブラ y が《んでいた y 1 
コ:ンセン V の*込みがゆるいとき ISftFB 
しないで < ださい* 

•蚊 - va - h - *失の 》H じなりま嗲. 


倌用时以外は，艰 JK プラグをユンセント 
から抜いて c だ杏い 甲 

_ け#ややけど- SUft *» t 4= J ：* 鼴 _£. J^Ul 
功 JS 5 l = t ^ ます 


倌罔中や ( S 用也铵は . B Sfiiu 半を ftt 4% G 

いでください， 

_ *;« で す仍 で やけど WHS と & VtT 
錡に氣软兄にはさわセ tt 5：い■で 〈 W さい 

G 

坩奴コーヾ sa - つけたレ八 * 槁？せた y , 
加工 した jin に曲 if た y v 引つ? i つ 
t y .. た ij ね ty 、 ■いものをのせ ttk 
はさみ込んだりしなレで （ださい， 
* rai 3- FimiL . 火災 • ES 办 KB とな y 

，す- 


Q 

a 用中は本体を掎ち迷ばないでくださぃ. 

0 

交 HIDOVy 外の鼉羽は «FH しないで くだ 
さい* 

•SS 火災め1 象 H となり或す B 

⑤ 

ii げ物 W 理はしないて < ださい. 

■火災の 煽: E ヒな钕3=， 


If 甬へら W 外め金へら， フ +—ク. 
ナイ プ ！桄甬しないで< T £^ l \ 

• 7 111 ffi のキズやはがれの B 因に な lj 

，す ■ 

[O 

0 

S 具 用ブ，ゲ に！： ンやごみを付；«さ & tl 
いで < ださい， 

_51¥> シ s —! ■ • ft 火 功11£に这ち; tt 

_ y 


ぉ 

取嵌いはていねい『こお W いします y 
_»としたリ-»い街革&味凡たり，旮と味 
軍め!* HI ：： な y *f B 

みきこぼわ_が a . 吸コントロ ー ル阁に 
かから ■ g ： いよう に して ぐださい & 

* 料やレ*— 二 战 こ 1 ■糾轉烟5妙 :㈣ i r 

入お:た表 I しないて'| 

くだれ、 

7 i ^** BtXITf «* tW . at^'J if 

F 

水のかかるところや火贫の S < で使 
ffi しないで <ださい ■：« 

* Vs - k -^ AX . an 刃 Us に す 

S をさかさま に b T プレート彳こ乘せ 
な V l TC だきい， 

ゥ£ み £ f ^ EfEt £1 L 

ふたが胳< Cox いる 埒 は—木 f かけ 
だ y ，木®中に入れないでください.， 
^fe が會1札る遇5に S 、 X す ^ 





































2. 各部のなまえ 


強化ガラス蓮 

■化 w 呼スを使用してレ 
ますが t 匱火にあてた y , 
sau こ冷やした 1 ^ ** 
を与龙た Ms _をつけ fc 
y すると期れ s 恐れがあ 
y * す fl 


-ふた j &, ft 



mtl 付けは E のにし 


つまみペース 


調理面 

表面はフ71ェ 
がしてあります 



プレート 

自動温度調節 s 

差し込み □ 


_自勤: iffiM 筋器 
温度 sesfi ダイヤル 


バイロツトランプ 


mra コード 


芘邗プラグ 


3 M 士 様 



(注” aac あわせて bo で〜 23&t： の ajssa : B をしてがら数分 QL 理もできます* 


























4. ご使用方法 








os 動温度調節器を差し込む 

■ 「切」にして®のよう彳こ*し込みます- 

■甫*プラグをコンセントに梅本まで? I 買|こ_し込み_す。 

S 哲勤£度況 S 器は4ウけた 
yst したりしないで丁 it 
に取り扱ってください a 


0目顯をあわせる 



■ 料理 f こ応!；て gg* パイ□ットランプ min ご含わせ a と，バイ□ットランプが 
点好し ii* します， 

_科理の a«i 真を目®『こしてください- 


©調理をする 

■ il 罨後約 5-10 分 TiUI となり， パイロット ランプが a えます， 

プレートに 食用油を逍 り， »埔をはじめて 《ださい* 

S A たをすると早 C あたたま * J す， 

炎付属のへらをご使用 <ださい* 命裏*のへらやナイフを ご 
使 用彳こ な a i! h プレート a に傷が付 s .H ■醢の K 因となります 
ので h 蟪こ ffiffl しないで < だ s 

Xへらを通罨中のプレー ト S に 故 B しな いで 鸾 形した*九 

耷 & T る ことがあ + J ます， 

■« 理费を®い畤閜保 SIT& ときは，「保遏 J の位 (TC ご 使用 C でさ孩い時 ffl 
mms は»理«が こ ます， 

■使用 中〗:: プレー トから +シミ音がする こと があ* J ® T が h 故* ではあり®せん* 
■_ 埋中はプレートが馬|彳 こな y 法すのでやけど彳 こ注韋し，* 体のそばから鼈れない 
ようにレて <た1い* 



_用後は 

■ご便用 «iias 洗*6 ダイヤルを r«Bj にして s 電 s プラグを 
抜いてください。 1 琢プラグを抜くときは、3— ド 鼉引フ 
ぽ 6 すに! IJrf )t* フラグを持つ T& いてください ♦ 



ノ 



























5, お手入れの仕方 


r 


❶プしート面 


■プレートのお手入れの障は十分にプレート表®の連度が 下がつ たこと S iff ® し 
てから や けど I こ 注 寒し T 行なつ T 下さ L 、 轉团のクズや袖 SS した 康麽にし 
T お SST と、料薄が こ 1ナつ#や ▼< な! J * すので，_!1ご使用律にお手 入 
れしてください 4 

■と < に巧れ が ひどいときは、プレート油こ水を A れレばら <濟顏芒せ， こ 
びりついた巧れ5付届のへらで菊 < こす U 落とし， 水觝5よ< A #とつて 
くた‘在.い* 

麗取れにくい 巧 れは，プレートが十分 1C 玲》て炉らプレート5■は すし， 水や涑 
角が自齡連摩！!節期の*し込み口Iこ入らないよう注 E して，やわらかいスボ 
ンジなどを使つて宏し洚いをして< だ S い《 洗つた後 IJ ■水策5■よ < ふき'とつて 
くだ苺:い 4 

麗プレート通Iこ袁用油5谓くひいて s® してくだ芒い* 




©ふた*フレーム 

■中性洗 ffil こつけたやわらかいスポンジか开で武レ洗い S レて<だ3い。科 
理めク ズや浊などが約着したままで ご 使用Iこなると 4 衮隹 す * こ とがあ y 
iT, 9ISI こふ S とつて< ださ 



❸自勖溫度調節器 

■よく c つたんでふ g とつて.ください， 


y. 



6,長くご愛用いただくために 


必ず守 5 て<だ*い 


調理固に it こびりつぎにくいフッ索 m 銜加ェを施しています, 
鲁挎ちさせるために次の点にご注章ください * 


♦付 M のへらをご使用 < ださい。 

金厲製のへらで強くこすったり，鋭い为梅でこすったりしないて■くた■さい。 

參ご使用のつど，早めにお手入れして<ださい。 

残った料理くずや油をそのままにしたり、水を入れたまま放毽しますと 
フッ棄樹脂加工面がはがれ、金 Mi 分がさびるなどの原因となります* 

•洗ラときは柔らかいスポンジなどをご便用くた■さい。 

固いたわしや金®磨き t 磨き粉 . 塩素系漂白剤などは絶対に使用しない T 
ください 。 

\ _> 













7. 安全にご使用いただくために 


(電 濂は正しく J 

« 兎洚コ~ドや* 込 
< ださい =■ 电 m コ 
は 傷んだ まま 使用 
感屯や政曄の頤因 
また、使用後は 屯 
5 ンセントから 拽 

參 正しく配棟され 1 
の コン セントを ご 

X 

プラゲを点検して 
—F ゃ萆源プラグ 
しないで下さい a 
にな y ます D 
源プラグを必ず、 

いて T さい 0 
檢容 a が 15 AIU 上 
陡钼ください。 

故 

(ji 用場所に注 jiD 

•力ーテンなどの电文やすい t のの近ぐ 
*. じゅうたん，テープルクロスなど 
熱に弱いものの±1不安定な場所に萊 
いて使用しないで < ださい* 

(やけどに注意) 注お子さまのやけどには特に気をつけてください， 

搴ご使用中や ■ ご使用後しばら<は金属®が ♦煥き皎子など粟し埃きの時は1粟毎が势 
高益になっていま t , M らない上ラに十分 い上<でます，ふたの取 u 外しには十分 

ご注意くださ!^ ご注 E ください， 

x 

L 自動瀛度钃節 《 はていねいに」 

鲁自舫通度19節器は激しいショックを与え 
ないよう、丁寧に取 y 极コてください. 

明 肪温度が狂うなど、故障の瞄囡とな u 

Is す. 

i 

し 丸洗いは禁 1*〇 

■ブレート差し込み口や P 動温度飼節器は 
絶対に水につけない T < ださい,感霣や 
故神の®因とな y ます* ぐ, 

V 

八 

ノ 


S 




























&故障かな？と思ったら 


ご使用中、興常3^生じたときには t この®を見ながらチェックし T ください。 


こんなとき 

お調べいただくこと 

なおレかた 

パイ 〇ッ トラン 
プがつかなし 1* 

tzfcis , プレート 
の Sit が 上がらな 

い， 

■» プラグをコレ t ントに遵し込ん TU 
ますか？ 

電甭プラグをコンセントに违し込ん 
でください 〇 

温9讲曲ダイヤルが『切」になつ 
ていませんか？ 

溫ダイヤルを通溫に齒わせる。 

自 K 思 S 35® 器は塞込口にし，か 
リと*し込まれていますか^ 

Q »造度調節器をしっかり盖し込んで 
ください， 

パイロ今トランプ 
がついた*」消文た 
+J す 

故»ではありません^ 

そめま J お便いください- 

使用中 M 『カチ ッ1 
と牛シミ音がする c 

加熟部分〇>_張(こよるもので. 

故囲ではありません^ 

モのままお使いください a 


\_ y 


9. ア フターサー ビスについて 


1.保站*は必ずすお W い上け年月白』と既兜店名」等所定率 iflcnSB 入及び内容をご琢のラえ、お 
■い上 if の®弗店から扫受け取 y ください， cit 内容をよ c お ja * 仁な y 大切に保管して<ださい。 


2.保 jE 期«は，お■い上げ日か61年閜です。保間中に修埋を依 BS されき H お■い上げの曜亮 
店まで侏卽害を添えて商芸をご梓参ください，保址害の内容に從って峰®いたします c 


3.保纽期間径®後の悴哇についても， teHu 上げの阪亮店にご相妓ください.修理によって1佛陡が维持 
できる墦合は，お客相のご sa によ y 有科悻理いたします。 


1この Sfttn 補修用性能邹拥の保有期™は製造打切後5年です， if ( i 用性 li 部*とは、その«邳©機能 f 
雄掊するために必要な苗 ar す T 


S - 製品に異《がある墦合には，.お害择ご_跨で修埋され by ， 手を*え fey すること<3危険です c 絶対に 
しないで< ださい。 


0アフター サ ービズについてご平玥な点は1お H い上げの坂充店にお問ぃ合わせくださぃ：. 

燫坤日本■器株式会社 〒 11 CHI 01 & 柬京都台東迗台柬 1 T 目 24 番 1 号 

客樺辱 用 ダイヤル 03-3837-1235 

s «- i 2 isyi ^- ie « t ±, a ‘ ssufiffA-j 
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